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要 旨
日英同盟を締結し、日露戦争を勝利に導いた 日本は、積極的な大陸政策を展開した。三国
干渉の経験を通じて、大陸進出の基礎を確保する必要性を切実に感じた 日本は、日露戦争の
勝利によって、韓国を保護i国化し、列強の再干渉の危機に直面して、韓国併合の決意を固め
た。地政学上、韓国は、近代国家日本の長期的な成長のため、日本が直面 している島国の地
理的劣勢と不足 した資源、そして過剰人 口問題を解消し、大陸に進出するための橋頭堡、且
つ拠点であると認識された。
大陸政策を積極的に推進 したのは、長州閥の陸軍軍部を中心にした山縣有朋グループの桂
内閣だった。そして、その最初の成果物であり、長期的な大陸政策の礎になる韓国併合とい
う重大な任務について責任を任されたのは、寺内陸軍大臣であった。寺内は日英同盟締結直
後、桂に続 く長州閥本流の陸軍大臣として入閣して以来、軍備の充実を図り、 日露戦争を勝
利に導いた主役であった。そして韓国併合を断行する責任者となり、陸軍大臣兼韓国統監と
して、併合を断行し、`総督政治'体 制を構築した。
日本の朝鮮総督政治は、韓国の特殊性を考慮し、韓国人の激烈な民族的抵抗を効果的に制
圧し、近代日本国家の優越性を認識させることで日:本の支配を受け入れさせ、支配の安定性
を確保 し、韓国社会を再編成するための効率的な統治策 として考え出されたものであった。
それは日本の地形的劣勢を克服し、大陸における近代的産業国家を指向した日本の、韓国に
対する特殊な植民地支配方式であった。政略と戦略との一致の下に寺内が樹ち立てた朝鮮の
総督政治は、それが行われる朝鮮が、長州閥を中心とする陸軍軍部の独自の影響力が行使さ
れる地域であることを意味していた。 日露戦争を貫徹させ戦争を勝利に導き、 日本の位相を
高めた桂内閣が、陸軍の大陸政策の拠点 として韓国をまず確保 したのだった。日本の韓国に
おける植民地支配の特質を代表する朝鮮総督政治は、日露:戦争以後浮上した、長州閥陸軍軍
部による大陸政策の構想の中で形成されたものであった。
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